
～
璽.

'∫4

σ

譬 ■ 厂 「

物理化学 の進歩VoL3Na.梦(192

・,

●

1

京都帝國大學物理化學研究室編輯

・1.・.物 翌螻 塑》
ジ

リ
ー

σ

.

「

ド ゴゴ　　　 ん 　 　　 コ コ　　　　ア　リマ　　　

}

1
;

,

●

,

日 次
、

原 報

濃 厚 水 溶 液 の 蒸 氣 壓 の測 定1其ゴ 酸 田 泰 三一…・51

鹽 化第 一 銅 及 び 臭 化第 一 鋼 の 光 化 學 反 應

に關 す る研 究 石 井新 次 郎……64

ハ ロゲ ン第 一 銅膠 質 の 生 成 と その生 存 期 隈

に關 す る研 究 石 非 新 次 郎一・…83

或 種 の膣 質 の 淫逶 壓 に 及 ぼ す 光 の 作 用1第三 報ト

或 種 の膿 質 性染 料 溶 液'ド 田 文 夫一一91

紹介

飃 皹 子の衝慰 ・訛 囎 化に)飾 慧 云一蠏

Brown邏 動 理 論 の 驗謹 『F田 文 夫"一242

1ゼ 鬻 繋 集糲:二:1;
マ'麹 ・ .・

,;'.・

ロロ 　ゼ ロへ
・ ㌦

.・._ F.,・ ∴ ㍗"∴;一v,1.匸.'▼
=帳 陰』r_一 _寸 」 訟.哨 一一L一"_SLLtt__1一ht'L.i幽 一 一 しu⊥ 、.'電

行

輯

刊

三

月一

第

十年

卷

四

三

肺

第

.ー

{

「
、弓

,
耳

..・.

い

.,
,
眠

」
..ー

竃

-

ー

-
ー

ー

ー

,

1

・

綱

凋

・
ご

」
堰

亀

4

,

」

1

1

β4

.ー

ー

8

.

・
伊

.
'



物 理 化学 の 進 歩Vol、3No.3(1929)

第 三 巻 第 三 輒 は昭 和:.Ti,年 三 月 飜 行 の 恐

症 で あ り ます。

本 誌 に 閲 す る批 欝,注 意,嬰求 等 は 京 都 帝 園

大 學物 理 化 學研 究 室 内 市 川 頑 治 あ て に

願 ひ ます。

(年三回刊行)
昭和 五 年 十 二 月 六 日 印 刷 物 理 化 學 の 進 歩

・和・針 ・肚 畷 行 定鬆 獵 葦誌餞

京郭帝國大學物理化摯研究室

編輯主幹 堀 場 信 吉

東 〕fiii赤坂 旺 慱 馬 町三 丁El'1番 地

發 行 者 佐 藤 正 叟

東京市京橋區弓町二个五番地

印 刷 者 高 橋 郁

發 行 所

東 京市赤坂甌博,」1町三丁 目十番地

至 文 堂
『 振轍 京二瓶o播 電蒲"・{陥 鵄 蠶

三 協 邱繝株 式臼 瓧印嫻
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京都帝國大學敦授 理學障士 園 正造先生著

學數

)

代

黙

等

(

高

定 價 金 八 圓 淦 料 金 二 十 七 錢

近 世 代 數 學 の 劃 期 的 登 逵 を 招 致 しブ～も の はJ'11L十 九 世 紀

末 に 現 はqiYrと 艘 と の理 論 で あ る。 か の 方 程 式 の可 解

性 に 關 す る疑 問 や 或 は 希 臘 以 來 未 解 決 の 儘 で 殘 さ れ て ゐ

ブ～作 圖 問 題dz對 し明 快 な 解 決 を與 へrzも の は 此 の理 論

で あ る.更 に 代 數:學 を新 な 展 望 の 下 に 開 展 せ し め た もの

も亦 此 の理 論 で あ る.實 に 祚 と體 と は現 代 の 代 數 學 の根

幹 を な し今 や 正 に 數 學 の 一 部 門 を 形 成 す る!ζ爺 つ 尢。fII1

群 と體 とは 數 學 の 他 の部 門 に あ つ て 竜或 は 輿 底 に 潜 み 或

は 表 面 に顯 は れ て 重 要 な 役 目 を 演 ず る,さ れ ば 現 代 の欺

fltを 究 め ん とす る者 に は 勿 論,ま た 旋 く數 學 の ジ、1;礎的 考 察

を な す者 に 取 つ てm必 要 映 くべ か らざ る 概 念 で あ る。 而

もzれ4t關 す る 著 蓮 は 我 が 國 に 於 て は 皆 無 で あ る.署 者

はzれ を遺 憾 と し て 兩 者 を上 下 二 巻 に 分 ち 世 界 に 於 け る

近 世 代 數 學 の 發 達 を 大 觀 し更 にrlら の 創 意 を加 へ て 一iii

を 完 成 す る に 至 つ 尢、 著 者 は 一 般 讀 者 の 爲 に 微 細 の 點 に

立 入 らず 努 め て 大 綱 を掲 げ て そ の 本 領 を容 易 に 理 解 せ し

め る2とszを 用uて ゐ る。iti木itは 近 世 代 數 學 の 發

逹 と そ の趨 勢 と を一 日 の 下 に 瞭 然 尢 ら しめ る好 個 の 著 逑

で あ る。
し.
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朿北帝國大學敦授 理學博士 大 久 保 準 三 著

攤灘鐵韈
定 價 金 六 圓 五 拾 錢 迭 料 金ii・七 錢

本 書 は 新 制 度 の 中 等 敏 育 物 理 學 歡 授 要 目 に 基 い て 物 理 學

一 般 の 知 識 を平 易 に 且 つ 系 統 的 に詳 述 して,共 の概 念 を遺

漏 な く收 得 せ しめ る と典iza't;'生 活 に於 て 屡 遭 遇 す る多

くの 事 項 を も:加～ 物 理 學 の 實 際 的 運 用iこ 資 せ しめ んzと

を期 しカ.就 巾 其 の 基 礎 的 蕩 實 並 に 其 の 原 則・法 則 の 物 理

學 的意 義 を詳 読 し其 の 根 本 的 知 識 を理 解 せ しめ る こ とに

努 め た。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 逹 を も述 べ,カ め て新 知 識 を

知 ら しめ る と共 に・世 界 の 物 理 學 進 歩 の 趨 勢 を 明 か に し尤.

挿 岡 は物 珊 學 講 義 に極 め て 重 要 な る地 位 を 占 め る も の で

あ るか ら,力め て 多 數6t之 を探用 し,而 も十 分 に 意 を用 ひ て

直 接 實 驗 した 實 物 寫 眞 を多 く牧 め,機械 器 具 の 如 き も 多 く

實 物 の 寫 眞 を以 て した。 徇 昏 租 類 の 計 算 を多 數 探 録 し其

の 模 範 的 解 法 を示 し何 人 に も直 に 要 領 を會 得 せ しめ るや

う に 心 掛 け ブ～。

要 す る に 本 書 は 著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て物 理 學 釡 般 に

亘 う縫 横 に 解 設 しyzる もの此 の 點 に 於 て全 く類 書 を見 な

いの で,中 等 學 校 物 理 學 敢 員 諸 先 生 に とつ て は 實 に貴 重 な

る敏 授 資 料 に 富 む 無 比 の 寶 典 で あ 朔ま左 學 生 諸 子 は 本=r'41'

izよ つ て 中 學 程 度 以 上 の 物 理 學 を 容 易is自 修 し得 る の で

ある。1.`fLt本 誹 は 物 理 學 専 攻 者・巾 等 學校 歉 師,學 生,高 等 言普

學校 受 驗 生 そ の 他 苟 も物 理 學 を學 ば ん とす る者 萬 人 必 備

の最 碼 模 範 的 講 義 尢 る 良 書 で あ る。
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京都帝國大學物理化學研究室編輯

年 三 回 刊 行

第 一 卷 第 一 輯 目 次(大 正十五年十月刊行)定價錘 雕 黻
化反應學の副射詮。_x反.應 のtth',に關するRoyの 詮に就て

理學博重

Daltanl(,分腿の定律に對する溺 薯に就て

興奮水銀分子による水素;}子 の活性1匕に就て
電氣放電による活性水素に就て特にその化學的動作に就τ…・・…市
ニツケル.銅 觸媒0)存 在に於ける水素の臨界電腰

ア トムス トラーレン
蜃素及び水素の光化學結合に就て

一

吉
郎
郎
治
圭
郎
治

・
謄
・
聾

揚
溜

川

野
川

堀
四
近
市
李
城
市

第 一一卷 第_輯 目 次(昭 和二年三月刊行)定URA壹隧 臓

鹽叡 ぴ螺 の光化脇 合蹴 て(第一報){曜 觝

特種の爬質系に凱 ⑰ 桝 騨 僻 張{理 鞠 上

界面電位に就いて

最 近 の 赤 外 ス ベ ク トル の研 究
a-Partic!c,に よ る化學 作 川

強 電解 質 鍮

第一卷第三
簡!Rな る石英又は.硝子製歴力指示計に1抗て
漫厚水溶液の蒸氣壓測定
焼付及び鑛銀により反射回折格子を作る方法
氣態反曄速度論(衝突論)

癪

信
鑒

俊
之
信

場
川
楊
堂
方

野

楊

掘
市
堀
个
志

石
練
謝

輯 目 次(昭 利二年七月刊行)定價鰤 五艤

士
口
仏
旧
士
n
偉
叩
一二

北
ハ
姫
林
止
口

吉
登
雄
治

信

健
頑

揚
谷
堂
川

堀
占
个
市

肚嚠理
"

赤外線吸收バン ドスベク トル.最 近の赤外線スベク トル
の研究(第二)
遒マンガン酸還元作用磯轉に就て
モ レキュラース トラー レン

ラング ミーアの規媒理論

光化學作用と生命

夫
登
郎
圭
吉

俊

三

信

谷
和
泰

野

}

掲

皿

石
古
城
李
堀士理
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第 一一卷 第 四 輯 目 次(昭 和二年一lr二∫]干りiY)顋鑼 甌 韈

t一 ラログラフに1kる 鋼錯竪の研究(塘一・報)志 方 螽 三

混合氣髄のDaltonの 分壓定律に對するi匕學的原因に基 く違背に就て(第 二

報〉一疑化水素宀水蒸斌 理學博:ヒ四 手 井 次 太郎

蜒化卦 リウ・並嚠 捌 ウ・嚥 氣壓測定一 一 躑 士跳 謝 縞
Langmuir氏 の觸媒理論(其 二)李 泰 圭

ソルの流動による異方性に就て 城 野 和 三 郎

コロイ ド粒子大 さ決定に關する諮法 石 井 新 次 郎

興奮水銀原子による光化學惑應に就T槌 本 朝 亮

酸化銅電極 一ZNするBecquerel効 果の研究に就て 逑 水 永 夫

化學原子isに就て(講演)理 學樽士堀 揚 信 吉

第 卷 第 一 輯 目 次1!9/7figi?圓 五獺
一
一

樟腦の蒸氣壓測定(豫報)

三沃化砒素の蒸氣壓測定

睛
信
亮

本
場
上

吉
堀
井

士學理

翫 ・ツケ・の存在に於け・一酸化炭素・・鍬 ㈱ 脚 士拏 揚ず

嚇 曝 鯀 謝 して「ワイゲルト効果」・・齦 第一報(欝 謬 墾 擁

結晶水の結創 蟋 に對する分散度の影響に就て

一
吉
李
吉
圭
士

新量子論

筋肉牧縮 と筋肉に依る化學的.作業

膠質系の李衡に就て

第 卷第
一
一

光による膠質の生成(第一報)・銀膠質の生成

萩 原 篤 太 郎

川 村 松 李

古 谷 登

陳 之 森

銅膠質生成の新方法

輯 目 次(日nn手口三{罫三八月刊行)定 價錘 購 懺

光化學の基礎法則

最近に於ける接觸々媒理論

五pieの 分解 に就て(一分子反庶)

生物に對する光の作用

膠質系の湊透黶

流動性物質に對 するX灘 」研究

吉
霖
郎

治

圭

郎

登

男

郎

信

次

顧

三

出

次

之
新

泰

和

谷

日

米

鍋

井

川

野

揚

澤

堀
陳
石

市

李

城

省

馬

閣

士博學理
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第 二 卷 第 三 輯 目 次(墾 醐 籌)定價金側 硴 錢

ボーラa7ラ職 ・銅繼 の+JiJL{栗 轜 羨

ワイゲル ト効果の研究(第 二報)1三に光鹽化銀1二就て

光による麒 職 生(第二報)銅獺 剛 ・戎{醐 妣

有機化合物の越性に關する一般的考察

分子スベク トルの分類及び定理の進歩に就て

分了・薄膜の構造

化學工業上の新手段 理駆博ヒ

第三卷第一輯 目次(齪 繻)鎌 鏡甌韈

雌 の襭 の灘 壓に撫 魏 の器{理 轍

有機化合物の極性にkk1する一般的考察(其 二)

深

雌

吉
郎

三
次

郎
護
勇

郎
郎

一

夫

郎

逸

袷

健

信
次

騫

次

一
次

眞

俊

次

源

墨

為

畜

攣

触
撃

野
梦

木

今

堀
石

志

木
庄
渡
館

河
佐

木

石

石

喜

液盟内に於ける光の分子散臨並にラーマン幼果 雄

夫

穂

治

吉

擔

健

永

雪

延

信

切

堂

水

田

谷

場

A・
速

小

磯

堀

害
男

三

次

郎

護
.男
郎

郎

一

姫

信
出

盆

硲

次

一
次

翼

袖

跳

方
・
》

鍵

乏

堀
馬

志
木
庄

渡
館

河
櫁

本

A

光電池

沈降分析に遠心機のAa

透電恒數

有機化合物のエンFロ ビー計算の必要 理學担 士
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第三卷第二輯 目次(甥 黝 定颱飆五紬

電氣遐動ポテンシヤル並に熱力學遐動ボナンシヤルの測定一一古

樟腦の蒸氣圏則定

低速度電子の衝突による1ヒ學變化

アル ヵ り金 屬 と ハ ロゲ ン との 反癒 に就 て

電氣邇動現象特に流鯛 位に三究て

減摩作用に就て 凵 木a

London著,量 子論 と化學的結合 堀 揚 信 吉

第 三 卷 第 三 輯 目次(昭 和四年十一月刊行)軅 壹雕 繊

濃厚水溶液の蒸氣歴の測定UG=)戡 田 泰 三

鹽化第一銅及び臭化第一銅の光化學反應に關する研究 石 井 新 次 郎

ハログ 冫第一銅膠質の生成 とその生存期限に關する研究…・…・・…石 井 新 次 郎

或種の膠質の淫透壓に及ぼす光のff=Jfl(第三緲

谷 登

窪 川 眞 男

佐 々 木 申 二

{長 田 蓼 男

市 川 顧 治

IJ谷 登

一1-
_

或種の膠質性染料溶液

低速度電子の衝突による化學變化(ゴ

Bmw皿 遐動理論の驗悲

水素の吸useのil!9Si:

ノタ ンの熱分解

∩」一Lr幽 一m__

周く 田xヲ ミ

佐 々 木 印 二

{長 田 蓼 男

牛 田 文 夫

飯 島 俊 一 郎

窪 川 眞 男

一 1
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料
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の
最
高
毘
に
立
つ
て
方
程
式
の
理
論
と
問
題
と
を
系
統
的
に
取
扱

つ
九
も
の
で
.
中
等
敦
育
を
卒

へ
数
墨
碓
ん
で
ゐ

を
自
修
す
る
人
の
錫

に
代
數
學
の
手
引
と
な
り
,
夂
中
等
教
育
に
携
つ
て
ゐ
ら
れ
ゐ
人
々
や

,
高
等
學
校
を
始
め
各
種
專
門
學
校
に
於
て
方
程
式
を

ら
れ
る
諸
子
の
爲
に
參
考
警
と
な
る
や
う
に
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は

第

一.諞

總
詮

冖

".

一
第
二
編

三
次
及
び
四
次
方
程
式

第
三
編

實
係
數
方
程
式
の
實
根

一

第
四
編

饗
稱
式
淌
去
法

第
五
編

開
李
に
よ
る
方
程
式
の
解
法
,
作
圖
問
題
.

コ

　

の
五
編
に
分
ち
そ
の
理
論
に
於
て
,
そ
の
間
顆
の
解
釋
仁
於
て
著
者
の
創
意
に
よ
り
全
ぐ
他
書
に
見
ざ
る
新
味
の
横
澄
し
牝
も
の
で
あ
る
。
尚
各
項

の
論
明
は
軍
易
丁
写

を
旨
と
し

一
般
に
正
面
か
ら
行
つ
τ
そ
れ
に
逹
す
る
維
路
を
眼
前
に
厩
開
せ
し
め
る
や
う
仁
努
め
て
あ
る
コ
こ
の
熾
は
初
め
て

方
税
式
を
學
ば
れ
る
人
〃
に
取
つ
て
目
前
の
群
は
勿
論
他
旧
夏
に
逡
ん
で
こ
の
方
面
に
深
く
立
ち
入
ら
う
と
せ
ら
れ
る
揚
合
に
も
極
め
て
為
蠶
で
あ

る
。
又
例

へ
ば
48
理
係
数
方
程
式
の
有
理
根
を
求
め
る
こ
と
,
根
の
近
似
値
を
求
め
る
こ
と
,
或
は
根
の
對
稱
式
〃
係
数
で
表
は
す
こ
と
な
ど
の
如

く
唯

一
寸
理
尉
を
知

つ
五
ば
か
61
で
は
實
際
に
鴬
つ
て
問
題
を
解
く
の
に
十
分
で
な

い
樣
な
種
靉
の
事
柄
に
對
し
て
に
、
.
そ
ω
根
本
に
横
は
る
理
論

を
明
か
に
し
て
,
之
に
關
す
る
演
算
は
如
何
に
し
て
手
數
を
省
き
簡
潔
に
處
理
す
べ
き
か
を

一
々
例
を
擧
げ
て
詮
き
示
し
て
あ
る
。
伺
問
題
は
所
設

・の
會
得
理
解
を
資
け

る
こ
と
と
問
題
自
身
の
取
扱
ひ
に
習
熟
せ
し
め
る
こ
と
の
二
黠
に
留
意
し
て
廣
い
範
圍
に
亘
つ
て
種
類
を
多
く
邏
び
少
な
か
ら

す
.考
慮
を
廻
ら
し
で
之
頓
整
理
分
類
し
逋
處
に
配
置
し
て
あ
る
。
そ
し
τ
原
則
と
し
て
各
題
毎
に
答
を
興

へ
或
る
も
の
に
は
ヒ
ン
ト
叉
は
略
解
を
附

し
.て
酊
修
者
の
便
宜
を
計
つ
τ
あ
る
3
故
に
本
書
は

「
讀
し
て
方
程
式
に
鬪
す
る
岡
題
に
見
通
し
か
つ
含
,
そ
の
解
法
に
一
定
の
方
針
が
立
つ
の
で

あ
ゐ
。

,
.

・」

.

.

へ

實

に
本
書
は
数
學
専
攻
滑
ば
勿
論

一
般
の
数
學
愛
好
者
必
談
の
良
霄
で
あ

る
ば
か
の
で
な
く
,
高
等
學
校
高
等
師
範
學
校
、
需
等
工
業
學
校
そ
の
他

各
種
の
専
門
學
校
数
學
敬
科
書
と
し
で
絶
好
の
著
樽
で
あ
る
。
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